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令和３年の綾部市政
地震災害に備えを
コンビニ交付始まる
駅北複合施設イメージパース完成
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寒空に明るい光差す
私市町の私市円山古墳から望む日の出。
綾部の朝を明るく照らしました。
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【
第
６
次
綾
部
市
総
合
計
画
を
策
定
】
今

後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し

て
、
市
民
と
と
も
に
つ
く
っ
た
計
画
が
、

４
月
に
ス
タ
ー
ト
。
こ
の
計
画
に
沿
っ
て

施
策
を
進
め
ま
す
＝
写
真
⑥
。

【
１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
】
４
月
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
に
よ
る
情
報
活
用
能

力
を
育
成
す
る
た
め
、
市
内
小
・
中
学
生

に
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
貸
与

し
ま
し
た
＝
写
真
④
。

【
コ
ウ
ノ
ト
リ
３
羽
が
ふ
化
】
市
内
で
３

羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
ふ
化
。
地
域
の
子
ど

も
の
ア
イ
デ
ア
の
中
か
ら
、
愛
称
を
「
あ

や
と
」「
さ
と
」「
ま
ゆ
」
に
決
定
。
母
親

は
「
そ
ら
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。
ヒ
ナ
は

６
月
に
巣
立
ち
ま
し
た
＝
写
真
②
。

【
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ

レ
ー
】
５
月
、
亀
岡
市
の
府
立
京
都
ス
タ

ジ
ア
ム
に
お
い
て
無
観
客
で
実
施
。
本
市

か
ら
は
２
人
が
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
参
加

し
、
聖
火
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
＝
写
真
⑧
。

【
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
始
ま
る
】
６
月
、

市
民
セ
ン
タ
ー
（
あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア

リ
ー
ナ
、
西
町
三
丁
目
）
で
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
集
団
接
種
を
開
始
。
４

　市
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
き
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
世
界

規
模
で
拡
大
し
約
２
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
休
業
要
請
な
ど

社
会
経
済
活
動
の
自
粛
、
感
染
拡
大
の
防

止
な
ど
に
努
め
て
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
、
本
市
は
幸
い
に
も
大
き
な
災
害

に
見
舞
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
世
界
各

地
で
地
球
温
暖
化
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る

自
然
災
害
が
多
発
し
、
市
民
生
活
や
地
域

経
済
へ
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本
市
は
昨
年

９
月
、脱
炭
素
社
会
に
向
け
た「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
宣
言
し
、
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　さ
て
、自
治
体
を
め
ぐ
る
社
会
環
境
は
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
、
価
値
観
の
多
様
性

や
大
規
模
災
害
・
感
染
症
リ
ス
ク
の
増
大
、

コ
ロ
ナ
禍
の
行
動
変
容
に
伴
う
デ
ジ
タ
ル

化
の
進
展
な
ど
大
き
く
変
化
し
、
行
政
課

題
は
一
層
複
雑
化
、多
様
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
、
前
例
も
マ

ニ
ュ
ア
ル
も
通
用
し
な
い
時
代
に
お
い

て
、
現
場
に
一
番
近
い
と
こ
ろ
で
行
う
市

政
は
、
地
に
足
の
着
い
た
施
策
を
提
案
し

て
い
く
姿
勢
が
な
お
さ
ら
重
要
で
あ
る
と

改
め
て
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
愛

す
る
ふ
る
さ
と
綾
部
を
、
次
の
世
代
に
繋

ぐ
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
あ
る
と
の
思

い
を
強
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
が
生
き
が
い
と
未
来
へ
の
希

望
が
も
て
、
互
い
に
助
け
あ
い
、
支
え
あ

え
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
、

内
外
の
平
和
と
繁
栄
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

回
に
わ
た
る
訓
練
や
市
民
の
協
力
の
お
か

げ
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
接
種
が
進
み
ま
し
た

＝
写
真
①
。

【
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
宣
言
】
９
月
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
」
の
実
現
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
宣

言
し
ま
し
た
＝
写
真
⑦
。

【
病
児
保
育
室
を
開
所
】
11
月
、
青
野
町

の
市
立
病
院
内
に
、
病
児
保
育
室
「
に
じ

い
ろ
ル
ー
ム
」
を
開
所
。
子
ど
も
が
病
気

の
と
き
で
も
、
保
護
者
が
安
心
し
て
勤
務

で
き
る
環
境
を
整
え
ま
し
た
＝
写
真
⑤
。

１
月
市
立
病
院
に
遠
隔
手
話
通
訳
が
で
き

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
常
設
２
月
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
準
備
経
費
等
を
予

算
化
▽
市
の
広
報
動
画
と
写
真
が
「
京
都

広
報
賞
」
に
入
賞
３
月
医
療
従
事
者
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
開
始
▽
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
開
設
▽
Ｊ
Ｒ
綾
部
駅
で
交
通
系

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
利
用
可
能
に
▽
西
八
田
放

課
後
学
級
（
岡
安
町
）
を
竣
工
▽
睦
寄
町

の
あ
や
べ
温
泉
に
大
型
迷
路
が
オ
ー
プ
ン

＝
写
真
③
４
月
自
動
起
動
型
の
Ｆ
Ｍ
防
災

ラ
ジ
オ
を
整
備
▽
広
報
紙
な
ど
が
音
声
で

聞
け
た
り
多
言
語
で
読
め
た
り
す
る
ア
プ

リ
「
カ
タ
ロ
グ
ポ
ケ
ッ
ト
」
を
導
入
５
月

お
笑
い
コ
ン
ビ
「
シ
ャ
ン
プ
ー
ハ
ッ
ト
」

の
て
つ
じ
さ
ん
を
、
あ
や
べ
地
域
交
流
大

使
に
委
嘱
６
月
京
都
市
内
の
あ
や
べ
定
住

サ
ポ
ー
ト
京
都
サ
テ
ラ
イ
ト
店
で
「
あ
や

べ
市
」
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
７
月
あ

や
べ
特
産
館
の
来
館
１
０
０
万
人
突
破
▽

子
ど
も
に
エ
ー
ル
！
商
品
券
を
発
行
８
月

綾
部
市
の
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を
配
布
開

始
▽
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖

火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
綾
部
市
採
火
式
を
開

催
＝
写
真
⑨
▽
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
伴
走
者
と
し
て
出
場
し
た
本
市

出
身
の
長
谷
部
匠
さ
ん
が
、銀
メ
ダ
ル（
陸

上
競
技
・
男
子
１
５
０
０
㍍
）
を
獲
得
９

月
市
消
防
団
の
活
動
服
を
15
年
ぶ
り
に
新

調
＝
写
真
⑩
10
月
幼
稚
園
と
小
・
中
学
校

で
、
主
に
市
内
産
の
食
材
を
使
っ
た
「
地

産
地
消
仕
出
し
弁
当
」
を
提
供
▽
和
歌
山

市
の
水
管
橋
崩
落
事
故
に
よ
る
断
水
な
ど

を
受
け
、
給
水
支
援
の
た
め
市
職
員
と
給

水
車
を
派
遣
11
月
地
域
お
こ
し
協
力
隊

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
）
を
新
た
に
１

人
任
命
。
12
月
に
も
さ
ら
に
１
人
任
命
し

ま
し
た
▽
全
国
茶
品
評
会
で
綾
部
市
が
産

地
賞
（
１
位
）
を
受
賞
＝
写
真
⑪
▽
ス
マ

ホ
未
保
有
者
向
け
の
ス
マ
ホ
教
室
を
初
開

催
12
月
あ
や
べ
水
源
の
里
地
域
づ
く
り
協

同
組
合
創
立
総
会
を
開
催
＝
本
紙
９
面

そ
の
他
の
出
来
事

い
ち

令和４年
　年頭のごあいさつ
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カ
タ
ロ
グ
ポ
ケ
ッ
ト
」
を
導
入
５
月

お
笑
い
コ
ン
ビ
「
シ
ャ
ン
プ
ー
ハ
ッ
ト
」

の
て
つ
じ
さ
ん
を
、
あ
や
べ
地
域
交
流
大

使
に
委
嘱
６
月
京
都
市
内
の
あ
や
べ
定
住

サ
ポ
ー
ト
京
都
サ
テ
ラ
イ
ト
店
で
「
あ
や

べ
市
」
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
７
月
あ

や
べ
特
産
館
の
来
館
１
０
０
万
人
突
破
▽

子
ど
も
に
エ
ー
ル
！
商
品
券
を
発
行
８
月

綾
部
市
の
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を
配
布
開
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▽
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖

火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
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綾
部
市
採
火
式
を
開

催
＝
写
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⑨
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２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
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伴
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場
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０
０
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消
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」
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水
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落
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テ
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で
振
り
返
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令
和
３
年
の
綾
部
市
政
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耐
震
診
断
・
改
修
で
住
宅
の
安
全
を
確
保

震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
人
の
ほ
と
ん
ど

が
、
建
物
の
倒
壊
や
家
具
の
転
倒
に
よ
る

圧
迫
死
で
す
。
ま
た
、
被
害
の
ほ
と
ん
ど

が
昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
建
物
に

集
中
し
て
い
ま
し
た
。

住
宅
の
倒
壊
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
同
年

以
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
は
耐
震
診
断
を

受
け
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
は
耐
震
改
修

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
相
応
の
経
費

が
必
要
で
す
が
、
助
成
制
度
を
活
用
し
て

負
担
を
軽
減
で
き
ま
す
＝
左
表
参
照
。

家
具
は
固
定
し
配
置
を
確
認

　震
災
で
は
、
死
亡
者
の
10
㌫
、
負
傷
者

の
46
㌫
が
家
具
の
転
倒
に
よ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　家
具
の
転
倒
防
止
に
使
用
す
る
器
具
は
、

Ｌ
型
金
具
や
ポ
ー
ル
式
器
具
、
ス
ト
ッ
パ

ー
、
粘
着
マ
ッ
ト
な
ど
が
あ
り
、
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
で
手
軽
に
購
入
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
れ
ら
は
誤
っ
た
使
い
方
を
す
る

と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
商
品
の
説
明
書

を
確
認
し
、正
し
く
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
家
具
は
、
倒
れ
て
も
人
が
下
敷

き
に
な
ら
ず
、
出
入
口
を
ふ
さ
が
な
い
場

所
や
向
き
を
確
認
し
て
配
置
し
ま
し
ょ
う
。

緊
急
地
震
速
報
を
受
け
取
る
準
備
を

　緊
急
地
震
速
報
は
、
揺
れ
が
最
大
震
度

５
弱
以
上
と
予
想
さ
れ
る
と
き
、
震
度
４

以
上
が
予
想
さ
れ
る
地
域
に
気
象
庁
が
発

表
し
ま
す
。
速
報
を
受
け
て
か
ら
大
き
な

揺
れ
が
始
ま
る
ま
で
の
数
秒
で
、
頭
を
守

る
な
ど
と
っ
さ
の
行
動
が
自
分
へ
の
被
害

を
軽
減
で
き
ま
す
。

　お
使
い
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電

話
な
ど
で
速
報
を
受
信
で
き
る
か
、
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　平成７年１月17日に発生し、多くの犠牲をもたらした阪神・淡路大震災（以
下、震災）から 27 年が経過しました。過去の災害を風化させないよう、次
の世代に語り継ぐ必要があります。大切な命を守るため、震災を振り返り、
家庭や職場などの地震対策を確認しましょう。

地震発生時に取るべき行動 耐震診断・改修の
補助制度

〇揺れを感じたら…　※緊急地震速報が流れたときも同様です
　まずは身の安全を確保。頭や首、顔の周りや利き手を守りましょう。

〇揺れが収まったら…
　・窓や戸を開け出口を確保する
　・火の元を確認する

〇家から避難するときは
　・電気のブレーカーを落としておく
　・ガスの元栓を閉める

家では
・机の下などで揺れが収まるまで
　身を守る
・就寝中は枕等で頭をしっかり保
　護する
・落下物が危険。慌てて外に飛び出さない

街中では
・カバンなどで落下物か
　ら身を守り建物から離
　れる
・ブロック塀や自動販売
　機等から離れる

電車・バスでは
・座って姿勢を低くしカバン等で頭を保護する
・座れないときはつり革や手すりにつかまる
・乗務員の指示に従う

山や崖の近くでは
・落石や崖崩れが発生しそうな斜面からできるだけ離れる

震災を忘れない
市自主防災組織等
ネットワーク会議研修会

阪神・淡路大震災の救助活動に参加した、湊秀明消防
司令に話を聞きました。

写真：人と防災未来センター提供

忘
災
か
ら
防
災
へ

地
震
災
害
に
備
え
を

〇市木造住宅耐震診断士派遣事業
　府に登録している診断士を派遣
　します（費用負担3,000円）

〇市木造住宅簡易耐震改修事業
　屋根の軽量化や壁、床、基礎の
　補強など簡易改修費用の５分の
　４を補助（上限40万円）

〇市木造住宅本格耐震改修事業
　耐震改修経費のうち５分の４を
　補助（上限100万円、多雪区域
　は上限120万円）

〇コミュニティ施設耐震診断費補助金
　木造の地域コミュニティ施設が
　対象　（上限28,000円）

※本年度の耐震改修事業は予定戸数
　に達しました。
※補助には要件があります。詳しく
　は建築課☎（42）4287へ。

当時の状況は
　当時は、消防士になって２年目。ビルや病院、高速道路が倒
壊し映画のような光景で、状況を受け入れられませんでした。
皆さん命からがら自宅から逃げてきた様子。当時は携帯電話
もなく安否確認のため公衆電話に大行列ができていました。

活動内容は
　須磨区で救助活動に従事。倒壊した建物やがれきの下から
住民を救出する任務でした。救命がかなわず無力感を覚えた
こともありましたが、ご遺族からの「ありがとう」の言葉に
少し救われました。

市民に伝えたいことは
　震災を教訓に日ごろから備えて
ほしいです。暖房器具や住宅設備
は安全装置が付いたものを選んで
ください。また、備蓄食料は味も
良くなり保存期間も延びています。
私は、非常食を食べては買い足す
「ローリングストック」を実践して
います。皆さんもぜひ試してくだ
さい。

　同会議は12月16日、西町三丁目の市民セン
ター（あやべ・日東精工アリーナ）で研修会を
実施。奥上林地区自治会連合会の岩見修一会長
が、避難行動タイムラインの作成経過などを報
告しました。また、京都大学防災研究所の牧紀
男教授による講演では、過去の災害事例を交え
て、ハザードマップの使い方や避難の注意点な
どを学びました。

令和３年度
防災トピック

ス防災トピック
ス

車の運転中は
・急ブレーキをかけず、緩やかにスピー
　ドを落として車を左に寄せる
・ハザードランプを点灯し、周りの車に
　注意を促す
・鍵をつけたまま貴重品や車検証を持っ
　て避難する
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
こ
そ
は
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、

穏
や
か
な
一
年
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら

願
い
ま
す
。

自
然
の
力
に
抗
う
こ
と
は
で
き
な
く

て
も
、
人
命
に
か
か
わ
る
災
い
は
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
雪
の
た
め
、

寺
山
山
頂
か
ら
の
初
日
の
出
は
２
年
続

き
で
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
、
と
雪
か
き

に
汗
し
な
が
ら
心
の
中
で
念
じ
た
。

今
年
の
干
支
は「
壬
寅
」（
み
ず
の
え
・

と
ら
）。
十
干
（
甲
乙…

壬
癸
）
と
十

二
支
（
子
丑
寅…

）
を
組
み
合
わ
せ
た

干
支
は
、
世
の
理
を
知
り
未
来
に
備
え

る
た
め
に
生
み
出
さ
れ
た
暦
の
シ
ス
テ

ム
で
、
一
説
に
よ
る
と
壬
寅
は
「
陽
気

を
孕
み
、春
の
胎
動
を
助
く
」
と
か―

。

即
ち
、
厳
し
い
冬
を
越
え
て
春
の
生
命

力
が
芽
吹
く
よ
う
に
、
新
し
い
成
長
の

礎
を
築
く
年
で
あ
る
と
解
釈
で
き
よ
う

が
、
ま
さ
に
コ
ロ
ナ
の
終
息
と
後
の
展

開
に
望
み
を
託
す
の
に
相
応
し
い
干
支

の
巡
り
合
わ
せ
で
あ
り
、「
麒
麟
が
く

る
」
な
ら
ぬ
「
虎
が
く
る
」
一
年
と
し

て
期
待
し
た
く
な
る
。

と
こ
ろ
で
干
支
に
ま
つ
わ
る
話
と
し

て
、
そ
の
年
の
運
気
や
兆
候
、
過
去
の

出
来
事
な
ど
の
記
述
に
触
れ
る
と
思
わ

ず
目
が
向
い
て
し
ま
う
。
ま
た
辰
は
十

二
支
に
入
っ
て
い
る
の
に
同
じ
架
空
の

麒
麟
が
な
い
の
は
な
ぜ
？…

な
ど
調
べ

て
み
る
と
面
白
い
も
の
だ
。
ち
な
み
に

本
市
が
誕
生
し
た
の
も
72
年
前
の
寅

年
。
市
制
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
虎
が

７
回
も
こ
の
ま
ち
に
来
臨
し
た
こ
と
に

な
る
が
、
今
年
は
さ
て
、
ど
ん
な
運
気

を
携
え
て
や
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
関
西
で
ト
ラ
と
言
え
ば
、
阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
。
昨
年
は
後
半
の
よ
も

や
の
失
速
で
２
位
に
甘
ん
じ
た
が
、
京

都
サ
ン
ガ
の
苦
節
12
年
ぶ
り
Ｊ
１
リ
ー

グ
昇
格
の
悲
願
達
成
に
も
あ
や
か
っ

て
、
寅
年
に
「
タ
イ
ガ
ー
ス
優
勝
」
へ

の
期
待
を
募
ら
せ
る
フ
ァ
ン
も
多
か
ろ

う
。
虎
は
「
千
里
走
っ
て
千
里
還
る
」

と
表
現
さ
れ
る
ほ
ど
活
力
に
満
ち
、
行

動
的
と
も
い
わ
れ
る
。
私
も
年
明
け

早
々
か
ら
運
動
量
を
増
や
す
こ
と
に
な

り
そ
う
だ…

。山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

虎
が
く
る
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え
　

 

と
こ
と
わ
り

き  

り
ん

あ
ら
が

は
ら

密
を
避
け
て
申
告
を

　市
・
府
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人
は
、

令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
で
本
市
に
住
所

が
あ
り
▽
令
和
３
年
１
月
１
日
〜
12
月
31

日
に
所
得
が
あ
っ
た
人
▽
所
得
税
の
申
告

が
不
要
な
公
的
年
金
受
給
者
等
で
、
配
偶

者
控
除
等
を
追
加
す
る
人
│
な
ど
で
す
。

申
告
開
始
直
後
は
、
特
に
会
場
が
混
雑
し

ま
す
。
密
を
避
け
る
た
め
、
で
き
る
だ
け

郵
送
で
の
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
昨

年
申
告
し
た
人
に
は
、
１
月
下
旬
に
申
告

書
を
送
付
し
ま
す
。
各
地
区
公
民
館
で
の

配
布
は
、
本
年
か
ら
取
り
や
め
ま
し
た
。

申
告
書
が
必
要
な
人
は
税
務
課
☎（
42
）４

２
３
５
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ネ
ッ
ト
で
の
申
告
が
さ
ら
に
便
利
に

　
所
得
税
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
申

告
で
き
ま
す
。
申
告
書
の
作
成
は
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ホ
な
ど
か
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
等
作
成
コ
ー
ナ

ー
」
に
入
り
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
入

力
す
る
だ
け
。
申
告
書
を
印
刷
し
て
郵
送

で
提
出
で
き
る
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
バ
ー
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
る
ス
マ
ホ

が
あ
れ
ば
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
送
れ
ま
す
。

令
和
３
年
分
の
申
告
か
ら
は
、
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
政
手
続
き
等
が
で
き
る

サ
イ
ト
）
と
連
携
す
る
と
、
控
除
証
明
書

等
の
情
報
が
該
当
欄
に
自
動
入
力
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
便
利
に
。
感
染
症

対
策
と
し
て
、
こ
の
機
会
に
自
宅
で
申
告

書
を
作
成
し
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
国
税

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
分
の
市
・
府
民
税
、
所
得
税
（
確
定
申
告
）
の
申
告
は
、
２
月

16
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
、
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
ま

す
。
期
間
中
、
会
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
密
を
避
け
る
た
め
、
申
告

は
郵
送
や
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

申
告
は
自
宅
か
ら
！

税
の
申
告
は
２
月
16
日
〜
３
月
15
日

申告受付の詳細な日時や無料相談、申告
会場でのマイナンバーカード申請窓口な
ど、詳しくは本紙12面とお知らせ版を
ご覧ください。

　申告書の作成
▼はこちらから
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休
日
で
も
・
ど
こ
で
も
・
簡
単
に

　コ
ン
ビ
ニ
交
付
と
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
以
下
、カ
ー
ド
）
を
利
用
し
て
、

市
役
所
で
発
行
す
る
証
明
書
＝
下
表
＝
が

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
の
あ
る
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
取
得
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
。
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
に
カ
ー
ド
を
か

ざ
し
、
画
面
の
指
示
に
従
っ
て
操
作
す
る

と
、
申
請
か
ら
取
得
ま
で
の
手
続
き
が
簡

単
に
で
き
ま
す
。
申
請
に
は
、
カ
ー
ド
と

そ
の
暗
証
番
号
が
必
要
で
す
。
暗
証
番
号

を
忘
れ
た
と
き
や
３
回
間
違
え
て
ロ
ッ
ク

が
か
か
っ
た
と
き
は
、
カ
ー
ド
と
運
転
免

許
証
等
の
本
人
確
認
書
類
を
持
っ
て
市

民
・
国
保
課
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
、
待
ち
時
間
の
短
縮

▽
時
間
外
や
休
日
で
も
取
得
で
き
る
▽
郵

送
請
求
の
手
続
き
が
不
要
（
他
の
市
区
町

村
に
お
住
ま
い
で
、
こ
れ
ま
で
郵
送
で
戸

籍
関
係
の
証
明
書
を
取
得
し
て
い
た
人
）

―

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

証
明
書
が
急
に
必
要
に
な
っ
た
と
き
で

も
、
出
先
の
店
舗
で
取
得
で
き
、
と
て
も

便
利
で
す
。

安
心
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

　マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
は
自
分
で
操
作
で

き
、
証
明
書
取
得
後
の
デ
ー
タ
は
残
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
専
用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

利
用
し
、
証
明
書
に
は
偽
造
・
改
ざ
ん
防

止
な
ど
安
全
対
策
が
さ
れ
て
お
り
、
個
人

情
報
は
守
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
カ
ー
ド

や
証
明
書
の
取
り
忘
れ
を
音
声
や
ア
ラ
ー

ム
等
で
お
知
ら
せ
す
る
の
で
、
安
心
し
て

利
用
で
き
ま
す
。
利
用
で
き
る
場
所
な
ど

詳
し
く
は
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

ム
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
は
２
月
14
日
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
全
国
約
５

万
５
千
店
舗
の
コ
ン
ビ
ニ
等
で
、
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど

が
取
得
で
き
る
「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
し
ま
す
。

証
明
書
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
取
得
可
能
に

コ
ン
ビ
ニ
交
付
始
ま
る

取得できる証明書
証明書の種類

住民票の写し

住民票記載事項証明書

印鑑登録証明書

戸籍全部（個人）事項証明書
（戸籍謄抄本）

戸籍の附票

本人・
同一戸籍の人のみ

本人のみ

本人・
同一世帯の人のみ ・住民票コードを記載したものは発行できません

6:30～23:00
（土日祝含む）

9:00～17:00
（土日祝除く）

300円

450円

300円

・綾部市で事前に印鑑登録が必要です
・市役所窓口で印鑑登録証明書を取得する
場合は、引き続き印鑑登録証が必要です

・他の市区町村に住民登録があり、綾部市に本籍
がある人は事前に利用登録申請が必要です
（利用登録完了までに５日程度かかります）
・戸籍届出から一週間程度は発行できません

取得できる人 注意事項 取得できる時間 手数料

課税（所得）証明書

・本人の最新年度のみ
・令和３年１月１日及び申請時において、綾部市
に住民登録している人のみ取得できます

・課税データのない人や他市で課税されている
人は発行できません

※最新の証明書のみ取得できます。
※コンビニで取得した証明書は差し替えできません。
　また、返金もできません。
※12月29日～１月３日、システムメンテナンス時は利用でき
　ません。
※マイナンバーカード交付・更新当日は利用できません。

操作手順
※店舗やマルチコピー機により順番等が異なることがあります

マルチコピー機で
「行政サービス」を
選択

マイナンバーカード
をマルチコピー機に
セットして交付する
市区町村を選択

利用者証明用電子証
明書の暗証番号（数
字４桁）を入力

必要な証明書や部数
などを選択

種類や内容を確認し
てマルチコピー機に
手数料を投入

証明書と領収書を受
け取る



　綾部夢ライト実行委員会（平野正明委員長）は12月24
日、川糸町の第１市民グラウンドで、サプライズ花火を
打ち上げました。コロナ禍でさまざまな行事が中止とな
るなか、綾部のまちを元気づけ、希望を与えたいという
思いで企画。５分間で75発の花火が夜空を彩りました。
観客の密集を避けるため、日時や場所は
非公表で実施しました。綾部市公式動画
チャンネルで配信しています。当日、花
火を見られなかった人やもう１度見たい
人は、ぜひ動画でお楽しみください。

　青野町の市立病院（高升正彦院
長）に１月１日、産婦人科の辻哲
朗医師が新たに赴任しました。着
任に当たり、辻医師は「京都府立
医科大学附属北部医療センターか
ら異動してきました。産婦人科部
長の荻野先生と共に産婦人科医療
に邁進したいです」と話しまし
た。今回
の 異 動
で、同医
院の産婦
人科医師
は１人増
員となり
ました。
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　市は12月21日、地域おこし協力隊（コミュニ
ティナース）に、本年度２人目となる大阪府出身
の日詰佳世さん＝写真中央＝を任命しました。任
命に当たり、日詰さんは「コミュニティナースの
取り組みが、自分自身の目指している看護。地域
の人の健康づくりを担いたい」と話しました。１
月から３人体制で活動しています。

市立病院に新任医師

冬の夜空を彩るサプライズ花火

　あやべ水源の里地域づくり協同組合発起人（発起人代表、
永井晃・緑土代表取締役ほか４人）は12月22日、市役所で
「あやべ水源の里地域づくり協同組合創立総会」を開催しま
した。同組合は組合が雇用した人材を、組合員となった事業
所などの業務に派遣する組織。人手不足の一方で、安定的な
雇用環境や給与を確保できないといった過疎地域等の課題解
消を目指します。発起人代表である永井さんは「地域課題で
ある労働力確保に向けて関係者で連携して取り組んでいきた
い」とあいさつしました｡

複
合
的
な
集
客
効
果
で
に
ぎ
わ
い
創
出

　同
施
設
は
、Ｊ
Ｒ
綾
部
駅
北
側
（
青
野

町
）
に
建
設
予
定
。
図
書
館
と
地
域
交
流

施
設
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
の
３

つ
の
機
能
を
備
え
た
複
合
施
設
で
す
。
地

域
の
生
涯
学
習
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
な

ど
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
交
通

の
利
便
性
が
よ
く
、
他
市
か
ら
の
来
館
も

見
込
ま
れ
、
交
流
人
口
の
増
加
が
期
待
で

き
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
充
実

　新
図
書
館
は
、
現
在
の
２
倍
以
上
の
面

積
を
計
画
。本
の
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
に
加
え
、

交
流
ス
ペ
ー
ス
や
学
習
室
を
充
実
さ
せ
ま

す
。
地
域
交
流
施
設
に
は
、
３
０
０
人
規

模
の
講
演
会
が
で
き
る
ホ
ー
ル
を
設
置
。

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
宴
会
利
用
（
２
０

０
人
規
模
）
も
可
能
で
す
。
小
規
模
な
会

議
や
研
修
が
で
き
る
部
屋
も
整
備
し
ま

す
。
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
に
は
、

乳
幼
児
向
け
遊
具
▽
子
育
て
に
関
す
る
相

談
室
▽
情
報
コ
ー
ナ
ー―

な
ど
を
整
備
。

授
乳
室
や
お
む
つ
交
換
室
な
ど
も
設
け
ま

す
。
さ
ら
に
屋
外
に
は
、
隣
接
す
る
北
部

産
業
創
造
セ
ン
タ
ー
へ
の
連
絡
通
路
を
設

置
。
両
施
設
の
一
体
的
な
利
用
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

来
年
度
か
ら
建
設
工
事
開
始

　建
物
は
鉄
骨
造
２
階
建
て
で
、
延
床
面

積
は
約
２
７
０
０
平
方
㍍
。
総
事
業
費
は

約
17
億
円
の
見
込
み
で
す
。
財
源
は
、
国

の
補
助
金
や
有
利
な
地
方
債
な
ど
を
活
用

し
ま
す
。
本
年
度
は
実
施
設
計
、令
和
４
、

５
年
度
に
建
築
工
事
を
実
施
。
令
和
５
年

秋
ご
ろ
に
、
新
た
な
学
び
と
交
流
の
場
と

し
て
誕
生
し
ま
す
。

施設の建設予定地

市
が
本
年
度
実
施
設
計
を
進
め
て
い
る
（
仮
称
）
駅
北
複
合
施
設
の
イ
メ
ー

ジ
パ
ー
ス
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
同
施
設
は
、
令
和
５
年
秋
の
供
用

開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

綾部に新たな交流の場
駅北複合施設イメージパースが完成

新たにコミナス１人迎える

ドリム

過疎地域等における課題解消に向けて

　綾部夢ライト実行委員会（平野正明委員長）は12月24
日、川糸町の第１市民グラウンドで、サプライズ花火を
打ち上げました。コロナ禍でさまざまな行事が中止とな
るなか、綾部のまちを元気づけ、希望を与えたいという
思いで企画。５分間で75発の花火が夜空を彩りました。
観客の密集を避けるため、日時や場所は
非公表で実施しました。綾部市公式動画
チャンネルで配信しています。当日、花
火を見られなかった人やもう１度見たい
人は、ぜひ動画でお楽しみください。

　青野町の市立病院（高升正彦院
長）に１月１日、産婦人科の辻哲
朗医師が新たに赴任しました。着
任に当たり、辻医師は「京都府立
医科大学附属北部医療センターか
ら異動してきました。産婦人科部
長の荻野先生と共に産婦人科医療
に邁進したいです」と話しまし
た。今回
の 異 動
で、同医
院の産婦
人科医師
は１人増
員となり
ました。
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　市は12月21日、地域おこし協力隊（コミュニ
ティナース）に、本年度２人目となる大阪府出身
の日詰佳世さん＝写真中央＝を任命しました。任
命に当たり、日詰さんは「コミュニティナースの
取り組みが、自分自身の目指している看護。地域
の人の健康づくりを担いたい」と話しました。１
月から３人体制で活動しています。

市立病院に新任医師

冬の夜空を彩るサプライズ花火

　あやべ水源の里地域づくり協同組合発起人（発起人代表、
永井晃・緑土代表取締役ほか４人）は12月22日、市役所で
「あやべ水源の里地域づくり協同組合創立総会」を開催しま
した。同組合は組合が雇用した人材を、組合員となった事業
所などの業務に派遣する組織。人手不足の一方で、安定的な
雇用環境や給与を確保できないといった過疎地域等の課題解
消を目指します。発起人代表である永井さんは「地域課題で
ある労働力確保に向けて関係者で連携して取り組んでいきた
い」とあいさつしました｡

複
合
的
な
集
客
効
果
で
に
ぎ
わ
い
創
出

　同
施
設
は
、Ｊ
Ｒ
綾
部
駅
北
側
（
青
野

町
）
に
建
設
予
定
。
図
書
館
と
地
域
交
流

施
設
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
の
３

つ
の
機
能
を
備
え
た
複
合
施
設
で
す
。
地

域
の
生
涯
学
習
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
な

ど
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
交
通

の
利
便
性
が
よ
く
、
他
市
か
ら
の
来
館
も

見
込
ま
れ
、
交
流
人
口
の
増
加
が
期
待
で

き
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
充
実

　新
図
書
館
は
、
現
在
の
２
倍
以
上
の
面

積
を
計
画
。本
の
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
に
加
え
、

交
流
ス
ペ
ー
ス
や
学
習
室
を
充
実
さ
せ
ま

す
。
地
域
交
流
施
設
に
は
、
３
０
０
人
規

模
の
講
演
会
が
で
き
る
ホ
ー
ル
を
設
置
。

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
宴
会
利
用
（
２
０

０
人
規
模
）
も
可
能
で
す
。
小
規
模
な
会

議
や
研
修
が
で
き
る
部
屋
も
整
備
し
ま

す
。
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
に
は
、

乳
幼
児
向
け
遊
具
▽
子
育
て
に
関
す
る
相

談
室
▽
情
報
コ
ー
ナ
ー―

な
ど
を
整
備
。

授
乳
室
や
お
む
つ
交
換
室
な
ど
も
設
け
ま

す
。
さ
ら
に
屋
外
に
は
、
隣
接
す
る
北
部

産
業
創
造
セ
ン
タ
ー
へ
の
連
絡
通
路
を
設

置
。
両
施
設
の
一
体
的
な
利
用
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

来
年
度
か
ら
建
設
工
事
開
始

　建
物
は
鉄
骨
造
２
階
建
て
で
、
延
床
面

積
は
約
２
７
０
０
平
方
㍍
。
総
事
業
費
は

約
17
億
円
の
見
込
み
で
す
。
財
源
は
、
国

の
補
助
金
や
有
利
な
地
方
債
な
ど
を
活
用

し
ま
す
。
本
年
度
は
実
施
設
計
、令
和
４
、

５
年
度
に
建
築
工
事
を
実
施
。
令
和
５
年

秋
ご
ろ
に
、
新
た
な
学
び
と
交
流
の
場
と

し
て
誕
生
し
ま
す
。

施設の建設予定地

市
が
本
年
度
実
施
設
計
を
進
め
て
い
る
（
仮
称
）
駅
北
複
合
施
設
の
イ
メ
ー

ジ
パ
ー
ス
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
同
施
設
は
、
令
和
５
年
秋
の
供
用

開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

綾部に新たな交流の場
駅北複合施設イメージパースが完成

新たにコミナス１人迎える

ドリム

過疎地域等における課題解消に向けて
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　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
関
す

る
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

―
ど
ん
な
地
域
で
す
か

市
の
北
西
部
に
位
置
し
、
の
ど
か
な
里

山
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
す
。
古
く
か
ら
語

り
継
が
れ
て
き
た
伝
承
が
「
志
賀
郷
の
七

不
思
議
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

―
志
賀
郷
の
自
慢
を
教
え
て
く
だ
さ
い

い
ろ
い
ろ
な
団
体
や
個
人
が
地
域
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

七
不
思
議
伝
説
の
里
・
志
賀
郷
地
域
振

興
協
議
会
は
、
マ
ー
ト
の
運
営
や
龍
谷
大

学
の
学
生
と
共
同
で
移
動
販
売
車
を
運
行

し
て
、
地
域
の
買
い
物
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
地
域
の
人
が
交
互
に
講
師
を
務
め

る
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
も
好
評
で
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
向
上
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
個
性
的
な
農
家
民
宿
６
軒
の
存

在
も
志
賀
郷
の
魅
力
で
す
。
今
年
度
、
農

家
民
宿
が
連
携
し
て
自
転
車
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
志
賀
郷
の
認
知
度
向
上
と
魅
力
発

信
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

―
地
域
の
今
後
の
展
望
は

昨
年
７
月
に
、
武
庫
川
女
子
大
学
経
営

学
部
の
学
生
が
地
域
づ
く
り
を
現
場
で
学

ぶ
「
あ
や
べ
大
学
」
が
当
地
区
で
ス
タ
ー

ト
＝
写
真
上
。
地
域
と
都
市
住
民
を
つ
な

ぐ
「
関
係
人
口
」
を
創
出
す
る
こ
と
で
地

域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
志
賀
郷
で
は
現
在
、
金
河
内
、

仁
和
、
内
久
井
の
３
集
落
が
水
源
の
里
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
水
源
の

里
指
定
集
落
を
増
や
し
、
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
内
12
地
区
を
順
番
に
紹
介
し
ま
す
。

志
賀
郷
地
区

お
話
を
伺
っ
た
の
は…

志
賀
郷
地
区
自
治
会
連
合
会
長

　
　山
下
政
和
さ
ん

つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

新
型
コ
ロ
ナ

　
　ワ
ク
チ
ン

教えて！

学生が各自治会の活性化策や地域での女性の役割な
どについて、対面式のアンケートを行いました

両手の人差し指を伸ばし、同時
に左右から内側に返し平行に並
べる（正月・１月１日を表す）

両手の指先をすぼめた状態で上
に向け、両手を開きながら上に
上げる（おめでとうの手話）

今
月
の
手
話

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
が
ス
マ
ホ
で

　新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書

（
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
）
が
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
（
以
下
、
ス
マ
ホ
）
か
ら
取
得

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ス
マ
ホ
で

専
用
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
電
子
申

請
す
る
と
、
証
明
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

取
得
し
た
証
明
書
は
、
ア
プ
リ
上
で
確
認

で
き
ま
す
。申
請
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
４
桁
の
暗
証
番
号
▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
読
み
取
れ
る
ス
マ
ホ
▽
パ
ス

ポ
ー
ト
（
海
外
渡
航
に
必
要
な
場
合
）―

が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
パ
ス
ポ
ー
ト
に

旧
姓
・
別
姓
・
別
名
の
記
載
が
あ
る
人
な

ど
は
、
ス
マ
ホ
で
申
請
で
き
ま
せ
ん
。
ス

マ
ホ
で
申
請
で
き
な
い
場
合
は
、
行
政
デ

ジ
タ
ル
推
進
課
の
窓
口
か
郵
送
で
、
紙
の

証
明
書
の
交
付
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

国
内
利
用
で
も
申
請
可
能
に

　接
種
証
明
書
は
こ
れ
ま
で
、
海
外
渡
航

す
る
予
定
が
あ
る
人
に
限
っ
て
申
請
で
き

ま
し
た
が
、
日
本
国
内
で
利
用
で
き
る
証

明
書
が
申
請
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
国
内

で
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
時
の
「
接
種
済
証
」
や
「
接
種
記
録
書
」

も
接
種
を
証
明
す
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

紛
失
し
な
い
よ
う
に
、
引
き
続
き
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。
接
種
証
明
書
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
行
政
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
☎（
42
）

４
２
２
３
へ
。

集
団
接
種
の
日
程
決
ま
る

　市
は
12
月
28
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
追
加
接
種
（
３
回
目
接
種
）
に
向
け
た

接
種
計
画
を
改
定
。
接
種
対
象
者
は
２
回

目
の
接
種
を
完
了
し
た
人
の
う
ち
、
医
療

従
事
者
と
高
齢
者
施
設
等
入
所
者
・
従
事

者
、
長
期
入
院
者
は
６
か
月
▽
一
般
高
齢

者
は
７
か
月
▽
そ
の
ほ
か
は
８
か
月―

を

経
過
し
た
満
18
歳
以
上
の
市
民
に
変
更
し

ま
し
た
。
当
面
の
集
団
接
種
日
程
は
左
表

の
と
お
り
。
個
別
接
種
は
２
月
に
開
始
予

定
で
す
。

個
別
接
種
も
ウ
ェ
ブ
申
し
込
み
可
能
に

　追
加
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
ウ
ェ
ブ

か
市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
へ
の
電
話
等
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。
個
別
接
種
を
希
望
す
る
場
合
も
、

ウ
ェ
ブ
予
約
が
可
能
で
す
。
予
約
に
必
要

な
予
診
票
は
、
接
種
月
の
前
月
か
ら
当
月

の
間
に
対
象
者
に
順
次
発
送
し
ま
す
。

政府公式の「新型コロナ
ワクチン接種証明書｣アプ
リをダウンロード

日本国内用か海外用の
どちらを発行するかを
選択

マイナンバーカード受
け取り時に設定した４
桁の暗証番号を入力

スマホで接種証明書を取得
iOS

（iOS13.7以上）
Android

（OS8.0以上）

スマホでマイナンバーカードを読み取る
接種したときに住民票のある市区町村を選択
内容を確認して発行

デジタル庁のホームページ＝右ＱＲ
コード＝で、アプリが使えるスマホの
機種やよくある質問などが見られます｡

How to

　奥上林地区自治会連合会と京都府立大学、市教
育委員会は、2018年から君尾山光明寺の総合調査
を行ってきました。この展示では、新発見の仏像
や新たに指定された文化財を中心に、上林が育ん
だ地域の宝を紹介します。

日　時：２月23日(水・祝)～３月15日(火)
　　　　午前９時～午後５時
場　所：資料館（里町）
入館料：無料

企画展
｢君尾山光明寺の至宝―
京都府立大学と探る綾部上林の歴史―｣

＜問い合わせ＞ 
資料館（月曜日休館）
☎(43)1366
　(43)2134今回展示する「光明寺奉加帳」は、寺

の再建にあたり、奉加（寄進）した人
の名前や品目などを記したものです

同コールセンター
☎(42)0020　F(42)5488
平日午前８時45分～午後５時15分

ウェブ予約は右のQRコードから。
市LINE公式アカウント（１人につき１アカウン
ト登録が必要）からも予約できます。

問い合わせ・予約
※追加接種は１月24日(月)受付開始

▼ウェブ予約

　市LINE公式
▼アカウント

集団接種日程

５日(土)
11日(金・祝)
19日(土)

23日(水・祝)
26日(土)
27日(日)
５日(土)
６日(日)
12日(土)
13日(日)
26日(土)

２月

３月

午後
午前・午後
午後

午前・午後
午後

午前・午後
午後

午前・午後
午後

午前・午後
午後

保健福祉センター
（青野町）

あやべ・日東精工アリーナ
（西町三丁目）

日程 時間 場所

※該当月になっても予診票が届かない場合は、同コール
　センターにお問い合わせください。
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、
水
源
の

里
指
定
集
落
を
増
や
し
、
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
内
12
地
区
を
順
番
に
紹
介
し
ま
す
。

志
賀
郷
地
区

お
話
を
伺
っ
た
の
は…

志
賀
郷
地
区
自
治
会
連
合
会
長

　
　山
下
政
和
さ
ん

つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

新
型
コ
ロ
ナ

　
　ワ
ク
チ
ン

教えて！

学生が各自治会の活性化策や地域での女性の役割な
どについて、対面式のアンケートを行いました

両手の人差し指を伸ばし、同時
に左右から内側に返し平行に並
べる（正月・１月１日を表す）

両手の指先をすぼめた状態で上
に向け、両手を開きながら上に
上げる（おめでとうの手話）

今
月
の
手
話

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
が
ス
マ
ホ
で

　新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書

（
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
）
が
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
（
以
下
、
ス
マ
ホ
）
か
ら
取
得

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ス
マ
ホ
で

専
用
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
電
子
申

請
す
る
と
、
証
明
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

取
得
し
た
証
明
書
は
、
ア
プ
リ
上
で
確
認

で
き
ま
す
。申
請
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
４
桁
の
暗
証
番
号
▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
読
み
取
れ
る
ス
マ
ホ
▽
パ
ス

ポ
ー
ト
（
海
外
渡
航
に
必
要
な
場
合
）―

が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
パ
ス
ポ
ー
ト
に

旧
姓
・
別
姓
・
別
名
の
記
載
が
あ
る
人
な

ど
は
、
ス
マ
ホ
で
申
請
で
き
ま
せ
ん
。
ス

マ
ホ
で
申
請
で
き
な
い
場
合
は
、
行
政
デ

ジ
タ
ル
推
進
課
の
窓
口
か
郵
送
で
、
紙
の

証
明
書
の
交
付
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

国
内
利
用
で
も
申
請
可
能
に

　接
種
証
明
書
は
こ
れ
ま
で
、
海
外
渡
航

す
る
予
定
が
あ
る
人
に
限
っ
て
申
請
で
き

ま
し
た
が
、
日
本
国
内
で
利
用
で
き
る
証

明
書
が
申
請
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
国
内

で
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
時
の
「
接
種
済
証
」
や
「
接
種
記
録
書
」

も
接
種
を
証
明
す
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

紛
失
し
な
い
よ
う
に
、
引
き
続
き
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。
接
種
証
明
書
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
行
政
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
☎（
42
）

４
２
２
３
へ
。

集
団
接
種
の
日
程
決
ま
る

　市
は
12
月
28
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
追
加
接
種
（
３
回
目
接
種
）
に
向
け
た

接
種
計
画
を
改
定
。
接
種
対
象
者
は
２
回

目
の
接
種
を
完
了
し
た
人
の
う
ち
、
医
療

従
事
者
と
高
齢
者
施
設
等
入
所
者
・
従
事

者
、
長
期
入
院
者
は
６
か
月
▽
一
般
高
齢

者
は
７
か
月
▽
そ
の
ほ
か
は
８
か
月―

を

経
過
し
た
満
18
歳
以
上
の
市
民
に
変
更
し

ま
し
た
。
当
面
の
集
団
接
種
日
程
は
左
表

の
と
お
り
。
個
別
接
種
は
２
月
に
開
始
予

定
で
す
。

個
別
接
種
も
ウ
ェ
ブ
申
し
込
み
可
能
に

　追
加
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
ウ
ェ
ブ

か
市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
へ
の
電
話
等
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。
個
別
接
種
を
希
望
す
る
場
合
も
、

ウ
ェ
ブ
予
約
が
可
能
で
す
。
予
約
に
必
要

な
予
診
票
は
、
接
種
月
の
前
月
か
ら
当
月

の
間
に
対
象
者
に
順
次
発
送
し
ま
す
。

政府公式の「新型コロナ
ワクチン接種証明書｣アプ
リをダウンロード

日本国内用か海外用の
どちらを発行するかを
選択

マイナンバーカード受
け取り時に設定した４
桁の暗証番号を入力

スマホで接種証明書を取得
iOS

（iOS13.7以上）
Android

（OS8.0以上）

スマホでマイナンバーカードを読み取る
接種したときに住民票のある市区町村を選択
内容を確認して発行

デジタル庁のホームページ＝右ＱＲ
コード＝で、アプリが使えるスマホの
機種やよくある質問などが見られます｡

How to

　奥上林地区自治会連合会と京都府立大学、市教
育委員会は、2018年から君尾山光明寺の総合調査
を行ってきました。この展示では、新発見の仏像
や新たに指定された文化財を中心に、上林が育ん
だ地域の宝を紹介します。

日　時：２月23日(水・祝)～３月15日(火)
　　　　午前９時～午後５時
場　所：資料館（里町）
入館料：無料

企画展
｢君尾山光明寺の至宝―
京都府立大学と探る綾部上林の歴史―｣

＜問い合わせ＞ 
資料館（月曜日休館）
☎(43)1366
　(43)2134今回展示する「光明寺奉加帳」は、寺

の再建にあたり、奉加（寄進）した人
の名前や品目などを記したものです

同コールセンター
☎(42)0020　F(42)5488
平日午前８時45分～午後５時15分

ウェブ予約は右のQRコードから。
市LINE公式アカウント（１人につき１アカウン
ト登録が必要）からも予約できます。

問い合わせ・予約
※追加接種は１月24日(月)受付開始

▼ウェブ予約

　市LINE公式
▼アカウント

集団接種日程

５日(土)
11日(金・祝)
19日(土)
23日(水・祝)
26日(土)
27日(日)
５日(土)
６日(日)
12日(土)
13日(日)
26日(土)

２月

３月

午後
午前・午後
午後

午前・午後
午後

午前・午後
午後

午前・午後
午後

午前・午後
午後

保健福祉センター
（青野町）

あやべ・日東精工アリーナ
（西町三丁目）

日程 時間 場所

※該当月になっても予診票が届かない場合は、同コール
　センターにお問い合わせください。



介護予防から終末期までの
ライフサポートが、
私たちの仕事です。

LINEで相談！福祉の仕事のいろはのい
松寿苑「福祉のお仕事」相談窓口
ラインID　ayabeshojuen採用に関する情報をまとめた

ホームページをチェック！
https://ayabe-shojuen.com TEL080-8346-8052 京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

3月12日（土） 15：00開演

（出演）桂吉弥、桂吉の丞、桂弥っこ

前売り〈全席指定〉 2,500円

※職種  介護職員（特養・デイサービス）、
 生活支援員、調理員、看護職員、
 訪問介護員、ケアマネジャー
詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課

ＡＩにできない
真 心 の し ご と
一緒に実感しませんか？

職員募集！

一
覧
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
押
印

が
必
要
な
書
類
／
契
約
書
、
見
積

書
、
請
求
書
、
第
三
者
の
押
印
欄

が
あ
る
書
類
、
誓
約
書
な
ど
。

問
財
政
課
☎（
42
）４
２
１
６

　
総
務
課
☎（
42
）４
２
１
８

令
和
４
年
度一時
預
か
り
事
業

　
市
は
、
保
護
者
が
勤
務
や
疾
病

等
で
一
時
的
に
保
育
が
必
要
と
な

る
場
合
に
利
用
で
き
る
「
一
時
預

か
り
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

対
象
児
童
／
市
内
在
住
の
生
後
10

か
月
か
ら
就
学
前
の
保
育
園
、
認

定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
に
通
園
し

て
い
な
い
児
童
。
里
帰
り
出
産
の

た
め
に
本
市
に
滞
在
す
る
児
童
も

利
用
で
き
ま
す
。
実
施
園
／
せ
ん

だ
ん
苑
こ
ど
も
園
、
せ
ん
だ
ん
苑

南
こ
ど
も
園
、
綾
部
ひ
ま
わ
り
共

同
保
育
園
、
中
筋
幼
児
園
、
吉
美

こ
ど
も
園
、
豊
里
幼
児
園
、
物
部

保
育
園
、
綾
東
こ
ど
も
園
。
事
前

登
録
／
市
役
所
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
配
布
す
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、こ
ど
も
支
援
課
へ
。

令
和
４
年
度
分
は
２
月
１
日（
火
）

か
ら
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
保
育

料
／
別
途
申
請
し
「
保
育
の
必
要

を
受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
人

に
、
お
む
つ
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
「
確
認
書
」
を
発
行

し
ま
す
。
お
む
つ
代
の
医
療
費
控

除
が
初
め
て
の
人
は
、
主
治
医
の

｢

お
む
つ
使
用
証
明
書｣

が
必
要
で

す
。
障
害
者
・
特
別
障
害
者
控
除

／
65
歳
以
上
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
「
身
体

障
害
者
等
に
準
ず
る
」
と
市
が
認

定
し
た
人
に
「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
を
発
行
し
ま
す
。

問
高
齢
者
支
援
課

　
☎（
42
）４
２
６
１

申
請
書
等
へ
の
押
印
を一部
廃
止

　
市
は
、
市
民
等
の
利
便
性
向
上

の
た
め
、
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ

ん
が
市
に
提
出
す
る
申
請
書
な
ど

へ
の
押
印
に
つ
い
て
、
段
階
的
に

見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回

見
直
し
を
行
っ
た
結
果
、
市
の
要

綱
な
ど
に
様
式
を
定
め
て
い
る
書

類
の
う
ち
、
約
３
８
０
の
書
類
に

つ
い
て
、
押
印
の
義
務
を
廃
止
し

ま
し
た
。

実
施
日
／
令
和
４
年
１
月
１
日

〜
。
押
印
の
義
務
を
廃
止
す
る
書

類
／
補
助
金
等
の
交
付
申
請
書
、

実
績
報
告
書
な
ど
の
一
部
。
今
回

押
印
の
義
務
を
廃
止
し
た
書
類
の

（
火
）、
９
日（
水
）、
17
日（
木
）。

②
所
得
税
の
申
告
・
相
談
（
綾
部

商
工
会
議
所
主
催
）＝
日
程
／
２

月
18
日（
金
）、
19
日（
土
）。
共
通

＝
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
（
受
け
付

け
は
３
時
30
分
ま
で
。
混
雑
状
況

に
よ
り
、
早
め
に
受
け
付
け
を
終

了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。
場

所
／
市
民
セ
ン
タ
ー
（
あ
や
べ
・

日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
、
西
町
三
丁

目
）。
そ
の
他
／
土
地
・
建
物
・

株
式
等
の
譲
渡
所
得
、
贈
与
税
、

相
続
税
に
つ
い
て
の
申
告
・
相
談

は
行
い
ま
せ
ん
。

問
①
福
知
山
税
務
署

　
☎（
22
）３
１
７
８

　
②
商
工
会
議
所

　
☎（
42
）０
７
０
１

確
定
申
告
に
必
要
な
書
類
を
発
行

　
市
は
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
人
の
う
ち
、
確

定
申
告
で
税
控
除
の
申
告
を
す
る

人
に
、
確
認
書
や
認
定
書
を
発
行

し
ま
す
。
発
行
は
無
料
で
す
。
必

要
な
人
は
、
該
当
す
る
か
ど
う
か

高
齢
者
支
援
課
で
事
前
に
確
認
の

上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
／
確
定

申
告
で
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

性
」
の
認
定
を
受
け
た
場
合
に
無

償
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
２

人
権
教
育
講
演
会

　
市
人
権
教
育
推
進
連
絡
協
議
会

と
市
、
市
教
育
委
員
会
は
、
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向

け
、
人
権
教
育
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時
／
２
月
19
日（
土
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
。
場
所
／
中
丹

文
化
会
館
（
里
町
）。
演
題
／
パ

パ
は
女
子
高
生
だ
っ
た
〜
自
分

ら
し
く
生
き
る
こ
と
〜
。
講
師

／
前
田
良
さ
ん
（Like m

yself

代
表
）。
そ
の
他
／
要
約
筆
記
あ

り
。
手
話
・
保
育
ル
ー
ム
を
希
望

す
る
場
合
は
１
月
31
日（
月
）ま
で

に
社
会
教
育
課
へ
。

問
同
課

　
☎（
42
）４
３
２
６

図
書
館
臨
時
休
館

　
図
書
館
は
、
年
に
一
度
の
蔵
書

点
検
の
た
め
、
次
の
期
間
休
館
し

ま
す
。

休
館
日
／
２
月
14
日（
月
）〜
23
日

（
水
・
祝
）。
そ
の
他
／
休
館
中
の

本
の
返
却
は
、
返
却
ポ
ス
ト
を
ご

高
校
生
給
付
型
奨
学
金（
１
次
）

　
府
は
、
高
校
生
を
対
象
に
奨
学

金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
生
活
保
護
世
帯
。
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
う
ち
、
ひ
と
り
親

世
帯
▽
障
害
者
世
帯
（
父
母
か
そ

の
一
方
が
身
体
障
害
３
級
以
上
）

▽
長
期
療
養
者
世
帯―

ほ
か
支
給

要
件
あ
り
。
申
請
期
間
／
２
月
１

日（
火
）〜
28
日（
月
）。
申
請
書
／

中
丹
東
保
健
所
（
舞
鶴
市
）
と
中

丹
広
域
振
興
局
綾
部
地
域
総
務
防

災
課
（
川
糸
町
）
で
配
布
。
そ
の

他
／
詳
し
く
は
同
保
健
所
へ
。

問
同
保
健
所
福
祉
課

　
☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

知
事
と
新
入
学
児
童
等
の
つ
ど
い

府
は
「
ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま

す
知
事
と
新
入
学
児
童
等
の
つ
ど

い
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
知
事
と
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
記
念
品
贈
呈
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
３
月
６
日（
日
）午
前
10
時

45
分
〜
午
後
２
時
20
分
。
場
所
／

京
都
テ
ル
サ
（
京
都
市
）。
申
込

み
／
は
が
き
に
「
新
入
学
児
童
の

つ
ど
い
参
加
希
望
」
と
明
記
し
、

利
用
く
だ
さ
い
。返
却
ポ
ス
ト
は
、

時
間
に
関
係
な
く
利
用
で
き
ま
す
。

問
図
書
館

　
☎（
42
）６
９
８
０

F（
42
）４
５
７
０

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
就
職
フ
ェ
ア

　
福
祉
職
場
就
職
フ
ェ
ア
実
行
委

員
会
は
、
き
ょ
う
と
福
祉
人
材
育

成
認
証
制
度
の
上
位
認
証
・
認
定

法
人
が
出
展
す
る
「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
就
職
フ
ェ
ア
」（
福
祉
関
連

合
同
就
職
説
明
会
）
を
開
催
し
ま

す
。
予
約
不
要
、入
場
無
料
で
す
。

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
３
月
６
日（
日
）午
後
１
時

〜
４
時
30
分
。
場
所
／
み
や
こ
め

っ
せ
（
京
都
市
）。
対
象
／
学
生

（
令
和
５
年
３
月
卒
業
予
定
者

等
）、
一
般
求
職
者
、
福
祉
・
医

療
系
有
資
格
者
等
。
内
容
／
出
展

法
人
ブ
ー
ス
で
、
人
事
担
当
者
や

先
輩
職
員
か
ら
具
体
的
な
話
が
聞

け
ま
す
。
そ
の
他
／
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
配
慮
し

て
開
催
し
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
シ
ス
テ
ム
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
参
加

も
で
き
ま
す
。

問
府
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
７
５（
２
５
２
）６
２
９
７

F
０
７
５（
２
５
２
）６
３
１
２

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

市
・
府
民
税
の
申
告
受
付
・
相
談

　
市
は
、
令
和
３
年
分
の
市
・
府

民
税
の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時
／
２
月
16
日（
水
）〜
３
月
15

日（
火
）の
平
日
午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
（
午
前
８

時
30
分
開
場
）。
場
所
／
市
役
所

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
２
階
。
申

告
に
必
要
な
書
類
／
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
（
も
し
く
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
通
知
カ
ー
ド
と
本
人
確
認
書

類
）、源
泉
徴
収
票（
給
与
所
得
者
、

年
金
受
給
者
）、
生
命
保
険
料
や

地
震
保
険
料
の
控
除
証
明
書
、
医

療
費
控
除
明
細
書
な
ど
。
そ
の
他

／
農
業
、
営
業
、
不
動
産
等
の
収

支
内
訳
書
や
医
療
費
控
除
の
明
細

書
は
、
自
宅
で
作
成
し
て
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

無
料
申
告
・
相
談
の
ご
利
用
を

　
税
の
申
告
期
間
中
、無
料
申
告
・

相
談
を
実
施
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

①
税
理
士
に
よ
る
所
得
税
の
申

告
・
相
談
＝
日
程
／
２
月
８
日

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス

1213

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

住
所
▽
電
話
番
号
▽
保
護
者
名
▽

新
入
学
児
童
と
同
行
す
る
兄
弟
姉

妹
の
名
前
・
フ
リ
ガ
ナ
・
現
学

年
・
生
年
月
日
・
性
別
▽
交
通
手

段
▽
最
寄
り
駅
▽
参
加
人
数―

を

書
い
て
２
月
10
日（
木
）ま
で
に
郵

送
。
あ
て
先
／
〒
６
０
４
‐
０
８

７
４ 

京
都
市
中
京
区
竹
屋
町
通

烏
丸
東
入
る
清
水
町
３
７
５
京
都

府
立
総
合
社
会
福
祉
会
館
内
、
京

都
府
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
（
母

子
家
庭
）
か
京
都
府
民
生
児
童
委

員
協
議
会
（
父
子
家
庭
）
へ
。
そ

の
他
／
京
都
市
在
住
者
を
除
く
。

昼
食
付
き
。
欠
席
者
は
記
念
品
な

し
。
旅
費
は
一
部
主
催
者
負
担
。

問
府
中
丹
東
保
健
所
福
祉
課

　
☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

１
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
１
３
４
７
人
（
男
１

５
０
４
１
、
女
１
６
３
０
６
）
。

世
帯
数
は
１
３
６
９
５
世
帯
で
す
。

令
和
３
年
の
火
災
発
生
件
数
は

10
件
（
建
物
５
件
）
で
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
口
・
火
災

募

　集

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

介護予防から終末期までの
ライフサポートが、
私たちの仕事です。

LINEで相談！福祉の仕事のいろはのい
松寿苑「福祉のお仕事」相談窓口
ラインID　ayabeshojuen採用に関する情報をまとめた

ホームページをチェック！
https://ayabe-shojuen.com TEL080-8346-8052 京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

3月12日（土） 15：00開演

（出演）桂吉弥、桂吉の丞、桂弥っこ

前売り〈全席指定〉 2,500円

※職種  介護職員（特養・デイサービス）、
 生活支援員、調理員、看護職員、
 訪問介護員、ケアマネジャー
詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課

ＡＩにできない
真 心 の し ご と
一緒に実感しませんか？

職員募集！

一
覧
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
押
印

が
必
要
な
書
類
／
契
約
書
、
見
積

書
、
請
求
書
、
第
三
者
の
押
印
欄

が
あ
る
書
類
、
誓
約
書
な
ど
。

問
財
政
課
☎（
42
）４
２
１
６

　
総
務
課
☎（
42
）４
２
１
８

令
和
４
年
度一時
預
か
り
事
業

　
市
は
、
保
護
者
が
勤
務
や
疾
病

等
で
一
時
的
に
保
育
が
必
要
と
な

る
場
合
に
利
用
で
き
る
「
一
時
預

か
り
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

対
象
児
童
／
市
内
在
住
の
生
後
10

か
月
か
ら
就
学
前
の
保
育
園
、
認

定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
に
通
園
し

て
い
な
い
児
童
。
里
帰
り
出
産
の

た
め
に
本
市
に
滞
在
す
る
児
童
も

利
用
で
き
ま
す
。
実
施
園
／
せ
ん

だ
ん
苑
こ
ど
も
園
、
せ
ん
だ
ん
苑

南
こ
ど
も
園
、
綾
部
ひ
ま
わ
り
共

同
保
育
園
、
中
筋
幼
児
園
、
吉
美

こ
ど
も
園
、
豊
里
幼
児
園
、
物
部

保
育
園
、
綾
東
こ
ど
も
園
。
事
前

登
録
／
市
役
所
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
配
布
す
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、こ
ど
も
支
援
課
へ
。

令
和
４
年
度
分
は
２
月
１
日（
火
）

か
ら
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
保
育

料
／
別
途
申
請
し
「
保
育
の
必
要

を
受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
人

に
、
お
む
つ
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
「
確
認
書
」
を
発
行

し
ま
す
。
お
む
つ
代
の
医
療
費
控

除
が
初
め
て
の
人
は
、
主
治
医
の

｢

お
む
つ
使
用
証
明
書｣

が
必
要
で

す
。
障
害
者
・
特
別
障
害
者
控
除

／
65
歳
以
上
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
「
身
体

障
害
者
等
に
準
ず
る
」
と
市
が
認

定
し
た
人
に
「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
を
発
行
し
ま
す
。

問
高
齢
者
支
援
課

　
☎（
42
）４
２
６
１

申
請
書
等
へ
の
押
印
を一部
廃
止

　
市
は
、
市
民
等
の
利
便
性
向
上

の
た
め
、
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ

ん
が
市
に
提
出
す
る
申
請
書
な
ど

へ
の
押
印
に
つ
い
て
、
段
階
的
に

見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回

見
直
し
を
行
っ
た
結
果
、
市
の
要

綱
な
ど
に
様
式
を
定
め
て
い
る
書

類
の
う
ち
、
約
３
８
０
の
書
類
に

つ
い
て
、
押
印
の
義
務
を
廃
止
し

ま
し
た
。

実
施
日
／
令
和
４
年
１
月
１
日

〜
。
押
印
の
義
務
を
廃
止
す
る
書

類
／
補
助
金
等
の
交
付
申
請
書
、

実
績
報
告
書
な
ど
の
一
部
。
今
回

押
印
の
義
務
を
廃
止
し
た
書
類
の

（
火
）、
９
日（
水
）、
17
日（
木
）。

②
所
得
税
の
申
告
・
相
談
（
綾
部

商
工
会
議
所
主
催
）＝
日
程
／
２

月
18
日（
金
）、
19
日（
土
）。
共
通

＝
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
（
受
け
付

け
は
３
時
30
分
ま
で
。
混
雑
状
況

に
よ
り
、
早
め
に
受
け
付
け
を
終

了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。
場

所
／
市
民
セ
ン
タ
ー
（
あ
や
べ
・

日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
、
西
町
三
丁

目
）。
そ
の
他
／
土
地
・
建
物
・

株
式
等
の
譲
渡
所
得
、
贈
与
税
、

相
続
税
に
つ
い
て
の
申
告
・
相
談

は
行
い
ま
せ
ん
。

問
①
福
知
山
税
務
署

　
☎（
22
）３
１
７
８

　
②
商
工
会
議
所

　
☎（
42
）０
７
０
１

確
定
申
告
に
必
要
な
書
類
を
発
行

　
市
は
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
人
の
う
ち
、
確

定
申
告
で
税
控
除
の
申
告
を
す
る

人
に
、
確
認
書
や
認
定
書
を
発
行

し
ま
す
。
発
行
は
無
料
で
す
。
必

要
な
人
は
、
該
当
す
る
か
ど
う
か

高
齢
者
支
援
課
で
事
前
に
確
認
の

上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
／
確
定

申
告
で
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

性
」
の
認
定
を
受
け
た
場
合
に
無

償
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
２

人
権
教
育
講
演
会

　
市
人
権
教
育
推
進
連
絡
協
議
会

と
市
、
市
教
育
委
員
会
は
、
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向

け
、
人
権
教
育
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時
／
２
月
19
日（
土
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
。
場
所
／
中
丹

文
化
会
館
（
里
町
）。
演
題
／
パ

パ
は
女
子
高
生
だ
っ
た
〜
自
分

ら
し
く
生
き
る
こ
と
〜
。
講
師

／
前
田
良
さ
ん
（Like m

yself

代
表
）。
そ
の
他
／
要
約
筆
記
あ

り
。
手
話
・
保
育
ル
ー
ム
を
希
望

す
る
場
合
は
１
月
31
日（
月
）ま
で

に
社
会
教
育
課
へ
。

問
同
課

　
☎（
42
）４
３
２
６

図
書
館
臨
時
休
館

　
図
書
館
は
、
年
に
一
度
の
蔵
書

点
検
の
た
め
、
次
の
期
間
休
館
し

ま
す
。

休
館
日
／
２
月
14
日（
月
）〜
23
日

（
水
・
祝
）。
そ
の
他
／
休
館
中
の

本
の
返
却
は
、
返
却
ポ
ス
ト
を
ご

高
校
生
給
付
型
奨
学
金（
１
次
）

　
府
は
、
高
校
生
を
対
象
に
奨
学

金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
生
活
保
護
世
帯
。
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
う
ち
、
ひ
と
り
親

世
帯
▽
障
害
者
世
帯
（
父
母
か
そ

の
一
方
が
身
体
障
害
３
級
以
上
）

▽
長
期
療
養
者
世
帯―

ほ
か
支
給

要
件
あ
り
。
申
請
期
間
／
２
月
１

日（
火
）〜
28
日（
月
）。
申
請
書
／

中
丹
東
保
健
所
（
舞
鶴
市
）
と
中

丹
広
域
振
興
局
綾
部
地
域
総
務
防

災
課
（
川
糸
町
）
で
配
布
。
そ
の

他
／
詳
し
く
は
同
保
健
所
へ
。

問
同
保
健
所
福
祉
課

　
☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

知
事
と
新
入
学
児
童
等
の
つ
ど
い

府
は
「
ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま

す
知
事
と
新
入
学
児
童
等
の
つ
ど

い
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
知
事
と
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
記
念
品
贈
呈
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
３
月
６
日（
日
）午
前
10
時

45
分
〜
午
後
２
時
20
分
。
場
所
／

京
都
テ
ル
サ
（
京
都
市
）。
申
込

み
／
は
が
き
に
「
新
入
学
児
童
の

つ
ど
い
参
加
希
望
」
と
明
記
し
、

利
用
く
だ
さ
い
。返
却
ポ
ス
ト
は
、

時
間
に
関
係
な
く
利
用
で
き
ま
す
。

問
図
書
館

　
☎（
42
）６
９
８
０

F（
42
）４
５
７
０

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
就
職
フ
ェ
ア

　
福
祉
職
場
就
職
フ
ェ
ア
実
行
委

員
会
は
、
き
ょ
う
と
福
祉
人
材
育

成
認
証
制
度
の
上
位
認
証
・
認
定

法
人
が
出
展
す
る
「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
就
職
フ
ェ
ア
」（
福
祉
関
連

合
同
就
職
説
明
会
）
を
開
催
し
ま

す
。
予
約
不
要
、入
場
無
料
で
す
。

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
３
月
６
日（
日
）午
後
１
時

〜
４
時
30
分
。
場
所
／
み
や
こ
め

っ
せ
（
京
都
市
）。
対
象
／
学
生

（
令
和
５
年
３
月
卒
業
予
定
者

等
）、
一
般
求
職
者
、
福
祉
・
医

療
系
有
資
格
者
等
。
内
容
／
出
展

法
人
ブ
ー
ス
で
、
人
事
担
当
者
や

先
輩
職
員
か
ら
具
体
的
な
話
が
聞

け
ま
す
。
そ
の
他
／
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
配
慮
し

て
開
催
し
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
シ
ス
テ
ム
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
参
加

も
で
き
ま
す
。

問
府
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
７
５（
２
５
２
）６
２
９
７

F
０
７
５（
２
５
２
）６
３
１
２

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

市
・
府
民
税
の
申
告
受
付
・
相
談

　
市
は
、
令
和
３
年
分
の
市
・
府

民
税
の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時
／
２
月
16
日（
水
）〜
３
月
15

日（
火
）の
平
日
午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
（
午
前
８

時
30
分
開
場
）。
場
所
／
市
役
所

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
２
階
。
申

告
に
必
要
な
書
類
／
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
（
も
し
く
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
通
知
カ
ー
ド
と
本
人
確
認
書

類
）、源
泉
徴
収
票（
給
与
所
得
者
、

年
金
受
給
者
）、
生
命
保
険
料
や

地
震
保
険
料
の
控
除
証
明
書
、
医

療
費
控
除
明
細
書
な
ど
。
そ
の
他

／
農
業
、
営
業
、
不
動
産
等
の
収

支
内
訳
書
や
医
療
費
控
除
の
明
細

書
は
、
自
宅
で
作
成
し
て
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

無
料
申
告
・
相
談
の
ご
利
用
を

　
税
の
申
告
期
間
中
、無
料
申
告
・

相
談
を
実
施
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

①
税
理
士
に
よ
る
所
得
税
の
申

告
・
相
談
＝
日
程
／
２
月
８
日

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス

1213

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

住
所
▽
電
話
番
号
▽
保
護
者
名
▽

新
入
学
児
童
と
同
行
す
る
兄
弟
姉

妹
の
名
前
・
フ
リ
ガ
ナ
・
現
学

年
・
生
年
月
日
・
性
別
▽
交
通
手

段
▽
最
寄
り
駅
▽
参
加
人
数―

を

書
い
て
２
月
10
日（
木
）ま
で
に
郵

送
。
あ
て
先
／
〒
６
０
４
‐
０
８

７
４ 

京
都
市
中
京
区
竹
屋
町
通

烏
丸
東
入
る
清
水
町
３
７
５
京
都

府
立
総
合
社
会
福
祉
会
館
内
、
京

都
府
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
（
母

子
家
庭
）
か
京
都
府
民
生
児
童
委

員
協
議
会
（
父
子
家
庭
）
へ
。
そ

の
他
／
京
都
市
在
住
者
を
除
く
。

昼
食
付
き
。
欠
席
者
は
記
念
品
な

し
。
旅
費
は
一
部
主
催
者
負
担
。

問
府
中
丹
東
保
健
所
福
祉
課

　
☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

１
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
１
３
４
７
人
（
男
１

５
０
４
１
、
女
１
６
３
０
６
）
。

世
帯
数
は
１
３
６
９
５
世
帯
で
す
。

令
和
３
年
の
火
災
発
生
件
数
は

10
件
（
建
物
５
件
）
で
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
口
・
火
災

募

　集

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン



ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

■日 

２
月
８
日（
火
） 

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

妊
婦
、
生
後
６
か
月
ま
で
の
乳
児
と

産
婦
、
そ
の
家
族
対
象
。
持
ち
物
は

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
勉
強
会

■日 

２
月
８
日（
火
） 

■時 

14
時
〜
16
時

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

※

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心

の
あ
る
人
対
象

■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

そ
う
や
な
ぁ
談
義

■日 

２
月
18
日（
金
）■時 

13
時
〜
14
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円

■申
■問 

同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日 

２
月
18
日（
金
） 

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
20
人
。
持

ち
物
は
飲
み
物
、
タ
オ
ル
。
テ
ー
マ

は
「
知
っ
て
得
す
る
膝
痛
予
防
」

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

茗
荷
祭

■日 

２
月
３
日（
木
）

■時 
10
時
30
分
〜

■場 
阿
須
々
岐
神
社
（
金
河
内
町
）

■問 
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

大
本
節
分
大
祭

■日 

２
月
３
日（
木
）

■時 

17
時
30
分
〜

■日 

２
月
４
日（
金
）＝
豆
ま
き

■時 

４
時
〜

■場 

大
本
本
部
（
本
宮
町
）

■問 

大
本
本
部
☎（
42
）０
１
８
７

筍
祭

■日 

２
月
４
日（
金
）■時 

10
時
30
分
〜

■場 

篠
田
神
社
（
篠
田
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

綾
部
稲
荷
社
初
午
大
祭

■日 

２
月
10
日（
木
）■時 

11
時
〜

■場 

綾
部
稲
荷
社
（
西
町
一
丁
目
）

■問 

綾
部
稲
荷
社
奉
賛
会

　☎（
42
）０
７
０
１

綾
部
厄
除
大
祭

■日 

２
月
17
日（
木
）■時 

９
時
〜
21
時

■日 

２
月
18
日（
金
）■時 

７
時
〜
21
時

■場 

厄
除
神
社
（
上
野
町
）

■問 

若
宮
神
社
☎（
42
）７
１
８
９

上
谷
厄
神
神
社
大
祭

■日 

２
月
18
日（
金
）

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

上
谷
厄
神
神
社
（
下
八
田
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

脳
イ
キ
イ
キ
！
音
読
の
会

■日 

２
月
24
日（
木
）

■時 

14
時
15
分
〜
15
時
15
分

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

※
先
着
14
人

■申
■問 
図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

第
41
回
綾
部
市
社
会
福
祉
大
会

■日 

２
月
25
日（
金
）

■時 

14
時
30
分
〜
16
時
30
分

■場 

Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
（
西
町
一
丁
目
）

■問 

社
会
福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
０

　社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

育
児
相
談

■日 

２
月
１
日（
火
） 

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

歯
科
相
談
あ
り

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日 

２
月
２
、
16
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

女
性
相
談

■日 

２
月
２
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
３
人
。
１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎
F（
42
）１
８
０
１

耳
の
こ
と
相
談

■日 

２
月
７
日（
月
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

就
職
相
談

■日 

２
月
８
、
22
日（
火
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

８
日
＝
市
役
所
１
階
会
議
室
、
22

日
＝
市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

定
員
７
人

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

交
通
事
故
相
談

■日 

２
月
９
日（
水
）、
24
日（
木
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

人
権
相
談

■日 

２
月
10
日（
木
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
申
し
込
み
必
要

■申
■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

調
停
相
談

■日 

２
月
16
日（
水
）■時 

９
時
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

２
月
16
日（
水
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

２
月
16
日（
水
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

非
正
規
雇
用
就
労
者
等
相
談
会

■日 

２
月
17
日（
木
）■時 

10
時
〜
正
午

■場 

市
役
所
本
庁
北
３
階
第
１
会
議
室

※

定
員
２
人

■問 

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

　☎（
22
）３
８
１
５

法
律
相
談

■日 

２
月
17
日（
木
）■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
２
月
10
日（
木
）〜
。

　先
着
10
人
。
１
人
20
分

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

２
月
21
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

行
政
相
談

■日 

２
月
21
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

司
法
書
士
無
料
相
談

■日 

２
月
26
日（
土
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

３
月
１
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
２
月
22
日（
火
）〜

　25
日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

２
月
６
日（
日
）■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町
一
丁
目
☎（
42
）２
０
３
０

　F（
42
）１
８
０
１

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日 

２
月
13
日（
日
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

　F（
44
）０
９
９
１

本
庁
舎

■日 

２
月
３
、
10
、
17
、
24
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の

　届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５
、

（
42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

市
税
・
料
金
の
納
入
（
納
付
書
必

要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

12
月
受
付
分

《
図
書
館
に
》

日
東
精
工
（
井
倉
町
）

　
　
　
　

 

　

 

児
童
書
１
２
４
冊

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
福
知
山

（
福
知
山
市
）
　
　

  

児
童
書
１７
冊

《
地
域
振
興
基
金
に
》

亀
甲
家
（
本
町
三
丁
目
） 

５
万
円

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

武
田
敏
也
（
京
都
市
） 

１０
万
円

上
田
邦
夫
（
鷹
栖
町
） 

５
万
円

渡
辺
正
道
（
十
倉
向
町
） 

１
万
円

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

３
５
７
件 

２
８
８
８
万
５
千
円

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

1415

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

相

　談

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
２
〜
３
月
上
旬
〉

無
料
開
放

窓
口
延
長

シルバー人材センターです
いろいろなお仕事をしています

【京都労働局委託事業】  高齢者活躍人材確保育成事業

お問合せ　公益社団法人綾部市シルバー人材センター
　　　　　〒623-0053  綾部市宮代町明知11番4

お仕事一例 除草・剪定…草刈り、庭木の剪定
営繕…………大工仕事（修理・補修）、障子・襖・網戸張替
軽作業………清掃、不用品等運搬、軽作業全般
家事援助……ゴミ出し、掃除、買い物、話し相手

会員募集

初年度会費無料

～入会説明会～
開催／毎月第２・第４火曜日
時間／午後１時30分～3時
場所／綾部市シルバー
　　　　人材センター

豊かな知識と
経験を持った
会員が多数

活躍しています。
お電話は

0773-42-9030
まで

その他のお仕事も、
ご相談ください

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

■日 

２
月
８
日（
火
） 

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

妊
婦
、
生
後
６
か
月
ま
で
の
乳
児
と

産
婦
、
そ
の
家
族
対
象
。
持
ち
物
は

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
勉
強
会

■日 

２
月
８
日（
火
） 

■時 

14
時
〜
16
時

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

※

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心

の
あ
る
人
対
象

■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

そ
う
や
な
ぁ
談
義

■日 

２
月
18
日（
金
）■時 

13
時
〜
14
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円

■申
■問 

同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日 

２
月
18
日（
金
） 

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
20
人
。
持

ち
物
は
飲
み
物
、
タ
オ
ル
。
テ
ー
マ

は
「
知
っ
て
得
す
る
膝
痛
予
防
」

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

茗
荷
祭

■日 

２
月
３
日（
木
）

■時 
10
時
30
分
〜

■場 
阿
須
々
岐
神
社
（
金
河
内
町
）

■問 
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

大
本
節
分
大
祭

■日 

２
月
３
日（
木
）

■時 

17
時
30
分
〜

■日 

２
月
４
日（
金
）＝
豆
ま
き

■時 

４
時
〜

■場 

大
本
本
部
（
本
宮
町
）

■問 

大
本
本
部
☎（
42
）０
１
８
７

筍
祭

■日 

２
月
４
日（
金
）■時 

10
時
30
分
〜

■場 

篠
田
神
社
（
篠
田
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

綾
部
稲
荷
社
初
午
大
祭

■日 

２
月
10
日（
木
）■時 

11
時
〜

■場 

綾
部
稲
荷
社
（
西
町
一
丁
目
）

■問 

綾
部
稲
荷
社
奉
賛
会

　☎（
42
）０
７
０
１

綾
部
厄
除
大
祭

■日 

２
月
17
日（
木
）■時 

９
時
〜
21
時

■日 

２
月
18
日（
金
）■時 

７
時
〜
21
時

■場 

厄
除
神
社
（
上
野
町
）

■問 

若
宮
神
社
☎（
42
）７
１
８
９

上
谷
厄
神
神
社
大
祭

■日 

２
月
18
日（
金
）

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

上
谷
厄
神
神
社
（
下
八
田
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

脳
イ
キ
イ
キ
！
音
読
の
会

■日 

２
月
24
日（
木
）

■時 

14
時
15
分
〜
15
時
15
分

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

※
先
着
14
人

■申
■問 
図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

第
41
回
綾
部
市
社
会
福
祉
大
会

■日 

２
月
25
日（
金
）

■時 

14
時
30
分
〜
16
時
30
分

■場 

Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
（
西
町
一
丁
目
）

■問 

社
会
福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
０

　社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

育
児
相
談

■日 

２
月
１
日（
火
） 

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

歯
科
相
談
あ
り

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日 

２
月
２
、
16
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

女
性
相
談

■日 

２
月
２
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
３
人
。
１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎
F（
42
）１
８
０
１

耳
の
こ
と
相
談

■日 

２
月
７
日（
月
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

就
職
相
談

■日 

２
月
８
、
22
日（
火
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

８
日
＝
市
役
所
１
階
会
議
室
、
22

日
＝
市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

定
員
７
人

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

交
通
事
故
相
談

■日 

２
月
９
日（
水
）、
24
日（
木
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

人
権
相
談

■日 

２
月
10
日（
木
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
申
し
込
み
必
要

■申
■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

調
停
相
談

■日 

２
月
16
日（
水
）■時 

９
時
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

２
月
16
日（
水
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

２
月
16
日（
水
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

非
正
規
雇
用
就
労
者
等
相
談
会

■日 

２
月
17
日（
木
）■時 

10
時
〜
正
午

■場 

市
役
所
本
庁
北
３
階
第
１
会
議
室

※

定
員
２
人

■問 

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

　☎（
22
）３
８
１
５

法
律
相
談

■日 

２
月
17
日（
木
）■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
２
月
10
日（
木
）〜
。

　先
着
10
人
。
１
人
20
分

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

２
月
21
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

行
政
相
談

■日 

２
月
21
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

司
法
書
士
無
料
相
談

■日 

２
月
26
日（
土
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

３
月
１
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
２
月
22
日（
火
）〜

　25
日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

２
月
６
日（
日
）■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町
一
丁
目
☎（
42
）２
０
３
０

　F（
42
）１
８
０
１

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日 

２
月
13
日（
日
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

　F（
44
）０
９
９
１

本
庁
舎

■日 

２
月
３
、
10
、
17
、
24
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の

　届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５
、

（
42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

市
税
・
料
金
の
納
入
（
納
付
書
必

要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

12
月
受
付
分

《
図
書
館
に
》

日
東
精
工
（
井
倉
町
）

　
　
　
　

 

　

 

児
童
書
１
２
４
冊

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
福
知
山

（
福
知
山
市
）
　
　

  

児
童
書
１７
冊

《
地
域
振
興
基
金
に
》

亀
甲
家
（
本
町
三
丁
目
） 

５
万
円

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

武
田
敏
也
（
京
都
市
） 

１０
万
円

上
田
邦
夫
（
鷹
栖
町
） 

５
万
円

渡
辺
正
道
（
十
倉
向
町
） 

１
万
円

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

３
５
７
件 

２
８
８
８
万
５
千
円

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

1415

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

相

　談

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
２
〜
３
月
上
旬
〉

無
料
開
放

窓
口
延
長

シルバー人材センターです
いろいろなお仕事をしています

【京都労働局委託事業】  高齢者活躍人材確保育成事業

お問合せ　公益社団法人綾部市シルバー人材センター
　　　　　〒623-0053  綾部市宮代町明知11番4

お仕事一例 除草・剪定…草刈り、庭木の剪定
営繕…………大工仕事（修理・補修）、障子・襖・網戸張替
軽作業………清掃、不用品等運搬、軽作業全般
家事援助……ゴミ出し、掃除、買い物、話し相手

会員募集

初年度会費無料

～入会説明会～
開催／毎月第２・第４火曜日
時間／午後１時30分～3時
場所／綾部市シルバー
　　　　人材センター

豊かな知識と
経験を持った
会員が多数

活躍しています。
お電話は

0773-42-9030
まで

その他のお仕事も、
ご相談ください
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「綾部発情報すくらんぶる」は、綾部市の施策・制度・イベント・名所・活躍する個人や団体…など、綾部のホットな市政情報や
旬の話題を幅広くお届けします。

　明けましておめでとうございます。今回の情報すくらんぶるは、寅年に生
まれた年男・年女の皆さんに、新年の抱負を聞きました。

市民に聞く

芦谷久美 さん（物部町）
1986（昭和61）年生まれ

岩見みのり さん（七百石町）
1962（昭和37）年生まれ

６回目の年女を無事に
迎えることができまし
た。４世代にぎやかに
生活でき、感謝、感謝
の毎日です。

能勢享子 さん（渕垣町）
1950（昭和25）年生まれ

芦谷美月 さん（物部町）
2010（平成22）年生まれ

み  つき

今年も子育て
頑張るぞ！

93

楽しい１年に
する！

石⻆那都 さん（篠田町）
2010（平成22）年生まれ

な つ

京都府No.１の
野球選手になる!!

由里匠海 さん（桜が丘二丁目）
1998（平成10）年生まれ

団結して地域の
安全安心を守りたい

大槻亘 さん（高津町）
1974（昭和49）年生まれ

久保健治 さん（武吉町）
1926（大正15）年生まれ

石⻆良文 さん（篠田町）
1986（昭和61）年生まれ

何か新しいこ
とにトライ!!

松井孝 さん（岡町）
1938（昭和13）年生まれ

健康に過ごせ
ますように

あふれる１年になりますように！
2022年が
笑がお～

家族みんな
健康に

菱田光 さん（味方町）
1998（平成10）年生まれ

ひかり

み  つき

Bigな漢になる!!
おとこ

笑顔と感謝の１年に!!

毎日美味しく食べて、
晩酌をいただくこと


